






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































53．3＊ 織物　k 72．1 75．1 III
＊印は他試料の4の伸長 （注）　しわの発生は1：少ない～IIIII：多いの5段階
　　　で表示
で不織布は18．3％（aのよこ）～47．3％（9のたて）
の残留伸長を生じているが，切断時の強伸度に影響する
疲労は少ないと推察される。
　表一4は速度のみ30cm／min．とした繰り返し伸長を
50回おこない，放置1分，10分後の伸長回復率を示す。
10cm／min．，10回の繰り返し伸長の結果と近似した傾
向であり，c，　dの伸長回復率は両方向に優れるが，繊
維配列に方向性のあるb，aは繊維軸に直角のよこ方向
の回復率が高い。9，hは織物kに次いで伸長回復率が
低く，eも良好ではない。回復率の低いものでは，放置
1分後から10分後にかけて緩徐な遅れ回復がみられる。
　表一5から織物kに比べ不織布の防しわ度は全般的に
高く，伸長回復率の高いc，dは良好であり，　g，　hも
90％程度である。a，　bの防しわ度は繊維軸に直角なよ
こ方向は若干低いが，たて方向では高く，繊維の長さ方
向が反掻性に役立っていると思われる。洗たく後のしわ
発生および室内に放置した試験片を10秒間手で掴んだ際
のしわ発生状況からも同様な傾向が得られ，b，　a次に
c，dは比較的少ないが，　h，9，　eはしわ立ちやすい。
不織布では接着剤が関与しているため，伸長回復性と防
しわ度との関係も比例関係ではないと思われるが，伸長
回復性の高いものは防しわ性もあり，しわも発生しにく
い。一般の繊維材料ではしわは繊維の弾性により支配さ
れるため，レーヨン配合比が40～60％と高いh，9，eに
は繊維，更にゴム系接着剤の双方の影響が考えられる。
　洗たくによる収縮，伸びは少なく，レーヨンを配合の
不織布も収縮率は1．O％を超えず，　b，　aは繊維に直角
方向には若干伸びる傾向にある。
要 旨
表地の多様化に伴い，編他に好ましい芯地を求めてお
こなった実験から，次の結果を得た。
　1・繊維配列に方向性の顕著な不織布a，bは，繊維
方向と繊維軸に直角方向とで異なった性能を示す。繊維
方向には引張強さはやや高く，伸び率は小さく，硬く，
引裂やすいが，防しわ度は繊維の反揆性のためか高い。
繊維軸に直角方向では引張強さは弱く，伸び率は大きく，
軟かく，引裂にくいが，伸長回復性は高く，伸縮性に優
れる。洗たくにより繊維方向には僅かに収縮するが，繊
維軸に直角方向には伸びる傾向がある。
　2・不織布9，h，　eは最も硬く，引張強さは3方向
に高いが，伸び率は小さく，引裂やすい。繰り返し伸長
実験から伸長回復性は低く，残留歪が著しい。これらに
はレーヨンが配合され，ゴム系接着剤が混合使用されて
いるが，実験結果から原料繊維などより，接着剤の種類
およびその付着量により，物理的性質が左右されると考
えられる。
　3・不織布c，dはナイロン，ポリエステルの配合比
率，接着剤など同じであり，防しわ度，伸長回復性は良
好であるが，dはcに比べ嵩高で軟かく，一定伸長に要
する荷重および3方向の引張強さは低い。これには繊維
長の短い繊維の配合が原因と考えられる。
　4・不織布は製造工程の影響から，繊維はややたて方
向に配列の傾向があるため，たてには1に記したa，b
の繊維方向に近い性能を，よこには繊維軸の直角方向に
近い性能を示し，45度斜方向には両方iriJの中間の性能を
示す。接着剤，繊維の影響か全般的に防しわ度は高く，
洗たくによる収縮も少ない。繰り返し伸長実験の条件下
では，切断時強伸度の低下は少ないが，伸長曲線の著し
い変化，残留伸長から編地に比べ伸長回復性の低い事が
わかる。
　5・繊維配列に方向性の顕著な1．に記したタイプは，
よこ・斜方向に伸縮を要する箇所に適し，cは耐久性・
伸縮性に優れ好ましい。ゴム系接着剤使用の2．に記し
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たタイプは，伸縮性が劣るため伸びばなしになり，回復
性の良い表地ニットの形態安定性を損なうと推察され，
ニット用としては適当でない。個々の特性を把握して適
所への使用と，繊維とその方向性，接着剤の種類（アク
リル系など）とその適用法（吸着量を多すぎぬようにす
るなど）の検討により，伸縮性に富むソフトなニット用
芯地が考えられる。
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Abstract
　　At　present，　non　woven　interlinings　are　also　apPlied　to　face　fabric　like　jersey．　So，　it　is　required　that
they　have　superior　elasticity　and　fit　to　knitted　fabrics．　In　this　paper，　eight　non　woven　and　one　woven
interlinigs　were　used，　their　elastic　recovery　of　elongation　and　some　related　physical　properties　were
experimented．
　　Generally，　non　woven　fabrics　showed　high　crease　resistance　above　86％and　low　shrinkage　under　1％．
From　the　results　of　cyclic　tension，　they　showed　poor　elastic　recovery　of　elongation　and　hard　residual
elongation　as　compared　with　knitted　fabrics．　In　the　type　of　a，　b，　with　high　orientation　of　fibers　which
are　seen　to　length　direction，　the　properties　of　length　were　different　from　it　of　the　width，　in　many
physical　properties．　From　the　width　direction，　poor　tensile　strength，　high　elongation　and　fairly　elastic
properties　were　found．　Fairly　modulus　of　cross　elasticity　in　them，　are　suited　to　clothes　which　needs
elasticity　for　the　width．　In　the　type　of　e，9，　h，　containing　40～60％rayon　and　rubber　type　binders，
harb　handling，　fairly　high　tensile　strength，10w　elongation　and　poor　elastic　properties　were　found．
Therefore，　they　were　considered　unfit　to　knitted　fabrics，　owing　to　their　hard　residual　elongation　and
others．
　　Soft　and　elastic　interlinings　like　directionable　a，　b　and　c　which　is　durable　and　faultless，　are　suited
to　knitted　fabrics．　Then，　the　physical　properties　of　non　woven　fabrics　are　affected　by　fiber，　it’s　orien・
tation，　still　more　binder’s　type　and　it’s　employment．
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